
 

 

 

 

 
 

湯之谷小学校９年目のスタートです      

 令和７年度の教育活動が始まり、２週間が経過しました。新１年生38名と新任・転任教職員14

名を迎え、全校児童239名でスタートを切ることができました。  

今年の豪雪により、グラウンドにはまだまだ多くの雪が残っ

ていますが、校内には子どもたちの元気な声が響いています。毎

日、子どもたちが安心して通え、一人ひとりが自分の力を伸び伸

びと伸ばして健やかに成長していくことができる湯之谷小学校

にしていきたいと考えています。保護者・地域の皆様のお力をお

借りいたしますが、どうぞ１年間よろしくお願いいたします。 
 

令和７年度 職員一覧 ～ よろしくお願いします！ ～ 

校  長    渡辺  登 

（長岡・表町小より） 

教  頭    本田 正樹 

教務主任    浅井 良信 

（三条・月岡小より） 

学習専科    郷  純子 

英語専科    木下 明子 

教科担任推進  小泉  亙 

（十日町・吉田小より） 

てくてく１組  長澤麻里子 

てくてく２組  松井  恵 

（魚沼・広神東小より） 

すたでぃ１組  小林 乃愛 

すたでぃ２組  田村 史子 

（十日町・十日町小より） 

長沼 健太 

スタディ３組  丸山 恵梨 

（出雲崎・出雲崎小より） 

スタディ４組  五十嵐寿子 

１年１組    田口 詩織 

 

１年２組    川俣 里咲 

２年１組    鈴木 滉生 

（新採用） 

２年２組    増田小乃恵 

３年      井口 佳輝 

４年１組    小柳 万尋 

（神奈川県より） 

４年２組    西澤 奈央 

５年１組    杉原  圭 

５年２組    西家久美子 

６年      恩田  優 

（南魚沼・六日町小より） 

養護教諭    関 明日香 

（長岡・刈谷田中より） 

栄養教諭    津軽 智子 

（長岡・新町小より） 

事務主任    田澤 研自 

庁務員     星  秀喜 

学習補助員   井口 和彦 

（新採用） 

スクールサポートスタッフ 久住 陽子 

司書補助    並木 早紀 

初任研指導   島田 昌幸 

音楽専科    茶谷 亮子 

特別支援サポーター 井口 美穂 

特別支援サポーター 高野 直子 

特別支援サポーター 山田 澄子 

特別支援サポーター 大久保かおり 

（小出小より） 

特別支援サポーター 波方 有里 

ＡＬＴ     米山 志帆 

主任調理師   井木 靖子 

調理員     目黒由里子 

調理員     目黒 明美 

調理員     和田 麻衣 

調理員     佐藤 菜穂 

調理員     林   仁 

調理員     宮  彩夏 

（小出学校給食センターより） 

育児休業    村山 若菜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年4月18日 教育目標：一歩前へ  自ら考え 力を合わせ やりぬく 

【学校HP】https://uonuma-school.com/ed05/ 

退職・転出職員紹介 ～ お世話になりました ～ 

○校 長：渡邊  進（津南町立芦ケ崎小へ） 〇養護教諭：小泉 陽子（十日町市立十日町小へ） 

○教 諭：中野  裕（佐渡市立赤泊小へ：教頭昇任） ○栄養主査：小杉 奏子（南魚沼市立六日町中へ） 

○教 諭：韮沢 佳史（長岡市立川口小へ） ○教 諭：岩井江理子（退職：市教育センターへ） 

○教 諭：廣田 雅律（糸魚川市立糸魚川東小へ） ○特別支援サポーター：松原 涼子（小出小へ） 

○教 諭：堀越 大河（小千谷市立千田小へ） ○調理員：橘  光子（小出学校給食センターへ） 

職員の個人情報保護の観点からホームページ上では公開していません。 

職員の個人情報保護の観点からホームページ上では公開していません。 

 



子どもが「失敗を恐れずに挑戦する」ために大人ができること 

 世界で頻発する紛争をはじめとした国際情勢やグローバル経済の急激な変化、気

候変動による激甚災害の増加など私たちを取り巻く環境は日々大きく変わってい

ます。はっきりとした答えが得られにくい未来を生きる子どもたちには、これまで

以上に「失敗を恐れずに挑戦する」ことが重要になってきます。 

子どもたちが「失敗を恐れずに挑戦」するための一つの方法が「自尊感情」を育むことです。実は、子ど

もの自尊感情を育むために大人ができることはたくさんあります。その一部を紹介します。 

① 無条件の愛情と受容  ※主にご家庭でお願いしたい部分です。 

・ありのままを受け入れる：テストの点数や運動能力など特定の条件ではなく、「あな 

た自身が好きだよ」「あなたは大切な存在だよ」というメッセージを常に伝えること 

 ・言葉と態度で示す：抱きしめたり、優しい言葉をかけたり、一緒に遊んだりするな 

どの日常的な触れ合いを通して、愛情を伝えます。 

 ・失敗を責めない：「次はどうしたら良いか」を一緒に考え、挑戦する勇気を育てます。 

② 成功体験を積み重ねる：結果だけでなく、目標に向かって努力する過程を褒めます 

「頑張ったね」「一生懸命やったね」という言葉は、自己肯定感を高めると言われています。 

・得意なことを見つけて伸ばす：子どもは得意なことがあると自信につながります。 

③ 傾聴と共感：「うんうん」「そうなんだね」といった相槌は安心感を与えます。 

④ 役割と責任を与える：お手伝いを頼むなど「自分は役に立っている」という感覚を育てる。 

⑤ ポジティブな言葉：「なんでできないの」「だめじゃない」といった言葉は自尊感情を傷つけます。 

⑥ 適切な距離感で見守る：子どもの自主性を尊重し、自分で考え、行動する機会を与えてください。 

・困ったときにはサポートする：必要に応じてサポートはするが、まずは自分で解決できるように見守る  

ことが大切です。  

 このように列記すると「すべてやらなければだめなのか」と思いがちですが、そうではありません。完璧

な親や教師はいないので、焦らず、愛情をもって接することが一番大切だと思います。学校としては上記の

できるところに加えて、自尊感情を育むために以下のようなことを重視していきます。 

⑦ 子どもの主体性を育む：授業や活動の中で、自分で選ぶ、自分で決める機会を増

やしていきます。 

⑧ 役割を与える：係活動や委員会活動を通して、責任感と達成感を育み、「自分は役

に立っている」という感覚を高めます。 

⑨ 保護者の皆様との連携：子どものよいところを共有し、家庭でも褒めていただけ

るようにします。 

⑩ 教員自身の自己肯定感：教師の自己肯定感が高いことは、子どもに安心感とよい影響を与えます。 
 

１学期の主な行事・教育活動の予定（お知らせ） 

４/10（木）新任式・１学期始業式 

４/11（金）入学式 

４/17（木）全国学力・学習状況調査（６年） 

４/17（木）第１回PTA運営委員会 

４/23（水）１年生を迎える会 なかよし班顔合わせ  

４/25（金）学習参観・PTA総会・学年懇談会 

５/２（金）自転車教室（３年） 

５/７（水）職員研修のため、全校５限下校 

５/10（土）親子で学校クリーンデー① 

５/24（土）大運動会 

５/26（月）運動会振替休業日 

５/27（火）職員研修のため短縮４限給食後下校 

５/29（木）第１回学校運営協議会 

６/４（水）学習参観 

６/17（火）６年：修学旅行（佐渡）～18（水） 
６/19（木）６年給食後下校 

７/１（火）５年給食後下校 

７/２（水）５年：尾瀬自然教室～3（木） 

７/４（金）５年給食後下校 

７/８（火）１学期個別懇談、給食後下校～11（金） 

７/31（木）１学期終業式 



 


